
パッケージでの支援により、能登での起業を後押し

被災地での起業支援体制の強化

○ 起業支援の専門人材の配置

生活基盤の確保

○ コンテナハウス型の長期滞在施設

○ ボランティア活動などをきっかけに能登に愛着を持ち、起業を目指す動きが活発化
○ 一方で、生活基盤の確保や、復興状況の分析(予測)を踏まえた事業構想の計画立案など、
通常の起業より多くのハードルがあり、相当な時間と労力が必要

「能登起業チャレンジ応援プロジェクト」 を創設

✓ 能登事業者支援センターに3名(地域おこし協力隊)
を配置 (事業構想の検討、現地視察のアテンドなど)

○ 起業促進補助金の支援枠拡充

✓ 新規参入者の施設整備を支援(最大300万円)
✓ 20件 80件

起業に向けた伴走支援

✓ のと里山空港敷地内に20棟を整備

コンテナハウス（イメージ）
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